








足利学校跡（聖廟及び付属建物を含む）　栃木県足利市昌平町
　昭和57年4月、足利市立東小学校の移転を機に、足利市教育委員会は主として東小学校跡地の発掘調査を実施し
ている。今までの調査の結果、寛文年間再建時の学校の中心域を囲繞する土塁・堀跡の一部は、四方とも史跡指定
地の外にあることが明らかになった。今回、指定地南西隅外の一土地所有者の史跡指定についての同意が得られた
ので、この部分を追加指定し、西側土塁跡及び堀跡の完全な保存を図る一助としようとするものである。　

足利学校跡（聖廟及び付属建物を含む）　栃木県足利市
　中世、足利氏が開いた学校施設の遺跡で、永享11(1439)年上杉憲実が鎌倉円覚寺の僧快元を庠主（校長）に迎
え学校の整備を図った。以後、上杉、後北条、徳川氏の保護を得て隆盛し、「板東の大学」として全国に名をはせ
た。明治5(1872)年廃校。大正10年3月、史跡に指定され、昭和60年6月、西側土塁及び堀跡の一部を追加指定し
たが、今回、西側部分をさらに追加指定して本史跡の保存を図ろうとするものである。

資料６－５　追加指定の内容

資料６－３　追加指定の内容

資料６－４　追加指定告示

－ 72 －








